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令和８年 10月 19日 

大阪市水道基幹管路耐震化 PFI事業 

令和７年度モニタリング報告書 

 

 

大阪市水道基幹管路耐震化 PFI 事業モニタリング実施計画に基づき市が実施した令和７

年度のモニタリング結果は以下のとおりである。 

 

 

第１ モニタリング結果の総評 

全体として、事業契約書及び要求水準書等に基づき事業が進められていることを確認し

た。要求水準の未達となる事項は認められなかった。 

 

令和７年度事業計画に対する進捗については、事業期間内に契約で定める事業量を着実

に実施できるかという観点から、当年度の計画に基づく達成状況を確認した。事業量、完成

路線数及び布設延長の実績は計画を下回り、その要因として、他企業体との協議、地元調整、

試験掘結果を踏まえた設計内容の見直し等により、設計確定までに時間を要したことを確

認した（第２にて詳述）。 

これらの状況に対し、事業者においては人員体制の強化、管路構成計画、設計工程の先行

着手及び施工時期の見直しなどの工程調整並びにワーキンググループ会議の実施といった

事業期間全体への影響を抑制するための対応が講じられていることを確認した。 

 

要求水準の達成状況については、業務の品質を確保し安定的に事業を継続できるかとい

う観点から、事業契約書、要求水準書及び事業者からの提案書類等に定める事項の達成状況

について評価した。必要書類は提出されており、要求水準の未達となる事項は認められなか

った。 

 

また、事業者の提案に基づく取組として、市民への工事協力を呼びかけるための PR活

動や工事現場見学会の実施、技術力確保のための地中レーダー探査の技術研究会の開催な

ど、地域理解の促進や事業の効率化に努めていることを確認した（第４にて詳述）。 

 

引き続き、全体の事業進捗が計画的に進められ、工事及び業務の品質が確保されるよ

う、モニタリングを実施していく。 
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第２ 令和７年度の事業計画と実績及び進捗状況 

１ 令和７年度の事業計画と実績 

 

令和７年度に計画していた更新工事の事業量に対する実績は以下のとおりである。 

 

２ 進捗状況を踏まえた対応 

令和７年度事業計画では、完成路線延長2.55km、完成路線数11路線及び布設延長4.39km

を計画していたが、実績は完成路線延長 0.41km、完成路線数１路線及び布設延長 0.55km

となった。 

計画に対する実績が下回った要因として、他企業体との協議、地元との調整及び試験掘

結果を踏まえた設計内容の見直し等により、設計確定までに時間を要したことを確認し

た。設計業務については令和７年度中に 19路線の完了を計画していたが実績は２路線の

完了となり、施工業務については 11路線の完了を計画していたが実績は１路線の完了と

なった。 

一方で事業者は、事業開始後に蓄積された実績を踏まえ、全路線の工程を精査し、事業

量及び工程の見直しを行っている。また、計画路線の進捗に影響が生じた場合に代替でき

るよう、令和７年度事業計画書に予定していない路線について先行して設計に着手する

とともに、管路構成計画の先行着手、人員体制の強化、設計工程及び施工時期の見直し並

びにワーキンググループ会議の実施等の対応を行っていることを確認した。 

さらに、事業全体の進捗に支障が生じないよう、事業開始後の業務実施を通じて得られ

た実績を踏まえ、設計業務に必要な期間をより確保できるよう工程の再構成が行われて

いることを確認した。これらの取組により、事業全体への影響を低減するための工程調整

が行われていることを確認した。 

また、管路更新計画については、断水条件等を考慮した上で、要求水準で定める事業期

間内の対象管路更新完了に向けた計画となっていることを確認した。事業者から提出さ

れた工程計画及び各種対応状況を確認した結果、事業者は事業期間内での履行に影響は

生じない見込みとしており、現時点において要求水準の未達につながる事象は認められ

なかった。 

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計 

完成路線数 

（件） 

計画 ４ 0 ３ ４ 11 

実績 0 0 0 １ １ 

完成路線延長 

（km） 

計画 0.78 0 0.55 1.22 2.55 

実績 0 0 0 0.41 0.41 

布設延長 

（km） 

計画 0.43 1.34 1.44 1.18 4.39 

実績 0.15 0.19 0.17 0.04 0.55 
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今後も、全路線の工程表を掲載した月次業務報告書に基づき、計画・設計・施工の各業

務における計画との差異及びその要因を把握し、事業者において適切な工程管理が行わ

れているかモニタリングを実施していく。 

 

 

第３ 業務モニタリングの結果 

管路更新の具体的な業務については、計画業務、運営業務（管路更新に係る各工程間の業

務調整等の管理的業務）、設計業務、施工業務及び施工監理業務で構成される。各業務の実

施状況について、要求水準に沿った個別事項のモニタリング結果は以下のとおりである。 

 

【業務モニタリングの全体概要】 

令和７年度事業計画に対する事業量、完成路線数及び布設延長の実績は計画を下回った

ものの、その要因として他企業占用物との協議、地元との調整及び試験掘結果を踏まえた設

計内容の見直し等により設計確定までに時間を要したことが報告されている。また、事業者

においては工程の見直し、設計着手路線の確保、人員体制の強化等の対応が行われており、

市としてその実施状況を確認した。各業務の実施状況についてモニタリングを実施した結

果、全体として要求水準の未達となる事項は認められなかった。 

１ 計画業務 

要求水準等に基づく主なモニタリング対象業務 

・管路更新計画の策定と管理 

・管路構成計画及び断通水作業計画の策定と調整 

・管路更新計画の策定と管理については、他企業体との協議や地元との調整等の影響によ

り、設計業務及び施工業務の実績が令和７年度事業計画を下回ったことを確認した。一

方、事業者は工程の見直しを行うとともに、早期に設計へ着手できるよう、一部路線に

て管路構成計画の作成を先行着手する等の対応を行っている。管路更新の事業量につ

いては、断水条件等を考慮し、要求水準で定める事業期間内の対象管路更新完了に向け

た計画となっていることを確認した。 

・管路構成計画及び断通水作業計画の検討依頼書について、遅滞なく提出されていること

を確認した。 
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２ 運営業務 

要求水準等に基づく主なモニタリング対象業務 

・各業務の工程等の総合調整 

・設計業者、施工業者及び断通水業者の確保 

・設計費の確定及び工事費の積算 

・設計変更 【令和７年度は対象業務なし】 

・工事費及び断通水作業費の確定（精算） 

・履行困難時の対処 【令和７年度は対象業務なし】 

・単年度事業計画書の計画工程・単年度事業計画書を基に進捗に応じて変更した計画工

程・実施工程の３つの工程が記載された工程表が作成され、月次業務報告書として提出

されていることを確認した。 

・設計業者、施工業者、断通水業者の審査方法を定め、半期に１回報告される業者との契

約状況にて選定基準を満たしていることを確認した。 

・設計費の確定について、要求水準等に照らし、問題となる事項がないことを確認した。 

 

３ 設計業務 

要求水準等に基づく主なモニタリング対象業務 

・業務執行体制 

・設計計画の策定 

・材料等の選定 

・工法の選定 

・埋設調整 

・附属設備の配置【令和７年度は対象業務なし】 

・給水管接合替の調整  

・設計内容の明示（図面作成・数量算定） 

・試験掘計画の作成及び試験掘り結果の反映 

・占用申請等の事務手続き 

・設計体制計画書により設計業務執行に必要な体制を構築していることを確認した。 

・材料等の選定、工法の選定、埋設調整、給水管接合替の調整について、要求水準等に照

らし、問題となる事項がないことを確認した。 

・月間工事予定調書、調整図、申請書等に係る各種図面、試験掘実施計画書、占用申請等

に係る必要書類が遅滞なく提出されていることを確認した。 
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４ 施工業務 

要求水準等に基づく主なモニタリング対象業務 

・施工計画書の作成 

・業務執行体制の確保 

・各種許可申請手続き 

・試験掘 

・施工協議 

・地元調整 

・工事施工 

・施工数量の認定 

・施工管理 

・工事完成手続き 

・試験掘、本施工、舗装復旧等の施工計画書が提出されており、必要事項が記載されてい

ること、業務執行体制が確保されていることを確認した。 

・道路占用許可及び道路使用許可に係る申請について、適切に手続きを行っていることを

確認した。 

・試験掘について、実施計画に基づき工事施工前に掘削調査が行われていること、また、

試験掘により埋設管の位置が不明確であった場合は、追加の試験掘を行うなどの対応

が実施されていることを確認した。 

・施工協議について、施工に支障が生じた場合は、その都度、関係機関との協議が行われ

ていることを確認した。 

・地元調整について、PR ビラ等内容が確認できる書類が提出され、地元苦情においても

即時対応を行うなど、丁寧な対応を行っていることを確認した。 

・工事施工について、要求水準書で求める事項が実施されていることを確認した。 

・施工数量の認定について、施工着手後の位置変更に伴う数量の変更など、問題なく実施

されていることを確認した。 

・施工管理について、要求水準書で求める事項が実施されていることを確認した。 

・工事完成手続きについて、要求水準書で求める事項が実施されていることを確認した。 

 

５ 施工監理業務 

要求水準等に基づく主なモニタリング対象業務 

・施工業務の品質管理 

・工事完成検査 

・施工業務の品質管理について、要求水準書で求める事項が実施されていることを確認し

た。 

・工事完成検査について、要求水準書で求める事項が実施されていることを確認した。 
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第４ 事業運営モニタリングの結果 

事業運営モニタリングは、会社運営等に関するモニタリングと財務モニタリングで構成

される。事業運営の実施状況について、要求水準に沿った個別事項のモニタリング結果は以

下のとおりである。 

 

【事業運営モニタリングの全体概要】 

事業運営モニタリングについては、事業実施体制、セルフモニタリング、各種報告書の提

出状況、安全衛生活動、広報活動、財務状況及び事業者提案事項の実施状況等を対象として

モニタリングを実施した。 

その結果、事業量、完成路線数及び布設延長の実績は計画を下回ったものの、全体工程へ

の影響がないよう対策が講じられるなど、事業運営に必要な体制が維持されるとともに、各

種業務が概ね適切に実施されていることを確認した。 

また、事業者提案に基づく広報活動や技術提案についても継続的に実施されていること

を確認した。 

 

１ 会社運営等に関するモニタリング 

要求水準等に基づく主なモニタリング対象業務 

・事業計画書に関する事項 

・事業報告書に関する事項 

・実施体制に関する事項 

・市所管業務等への協力・協働に関する事項 

・人材育成・調査研究等による技術力の確保に関する事項 

・地域への配慮に関する事項 

・環境対策に関する事項 

・災害時における市の水道管復旧【令和７年度は対象業務なし】 

・事業報告書について確認した結果、一部記載内容について確認を要する事項が認めら

れたことから市の意見を踏まえた修正等が行われ、適切に提出されていることを確認

した。 

・統括責任者、各業務責任者が配置されており、必要な事業実施体制が構築されている

ことを確認した。 

・国交省通知による鋳鉄管の更新計画の策定、池島枝管の漏水事故への対応にあたり、

適宜管路更新計画を見直しており、市の業務における課題解決のために協力している

ことを確認した。 

・研修実施計画を策定し、研修や OJTを随時実施していることを確認した。 

・低騒音型の排出ガス対策型のバックホウを使用するなど、地域や環境に配慮している

ことを確認した。 
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＜事業者の提案により実施した取組＞ 

・第三者からの評価・助言・提案を受けるセルフモニタリング評価会議を設置し、年２

回会議を開催していることを確認した。 

・管路更新工事に対する理解促進のため、工事現場近隣住民を対象とした工事現場見学

会の開催や、工事現場の映像を使用した広報用 PR動画を作成し、事業者 HPに掲載さ

れていることを確認した。 

・地下埋設物把握の新技術である地中レーダー探査の一部工事での試行や、技術力確保

のための技術研究会の開催を確認した。 

      

    工事現場見学会                広報用 PR動画  

 

２ 財務モニタリング 

要求水準等に基づく主なモニタリング対象業務 

・財務に関する事項 

・半期報告及び年次報告において、計算書類（貸借対照表、損益計算書等）、キャッシ

ュ・フロー計算書及び重要な経営指標等を確認し、事業者の財務状況の健全性に問題

がないことを確認した。 

・当期純利益は 32百万円となり、計画を上回る利益を計上している。 

・流動資産が流動負債を上回っており、当面の支払い能力に問題はないことが確認でき

る。 

・有利子負債の計上もなく、年度末時点で財務の安定性を確保していると評価できる。 


